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CONTENTS

　どれだけの保護者が，この教科書を読んだことがあるのだろうか．高校の教科「情報」だ．2025 年の大学入学共

通テストに追加されると，高校の教育現場は大きく変わる．私自身，教科「情報」の取材を始めたとき，買い求めた

教科書の内容の濃さに驚いた．

　地元の高校で PTA 役員をしている知人に尋ねた．IT エンジニアの彼も「本格的にプログラミングをしているとこ

ろがあるとは．最近はコンピュータの授業がある，くらいの認識しかなかった」という．

　共通テストで「情報」を受験するのは，2021 年春に中学 3 年生になった生徒からだ．小学生の息子を持つ別のエ

ンジニアには，大学入試センターが公表したサンプル問題を見てもらった．「小学校でプログラミングの基礎は学ん

でいるが，高校では実際にプログラムを書く力をつけないと解けないだろう」という．疑似言語を使った問題などは

そうだろうと思った．

　共通教科「情報」の教科書は現在，「社会と情報」と，プログラミングなどを盛り込んだ「情報の科学」がある．

先に書いた「驚いた」教科書は「情報の科学」．ネットワークアドレスなど，技術系ではない親世代には馴染みのない，

数々の言葉がある．

　まだ入試科目でないからか，現状では保護者の関心は薄そうだ．授業を見てもらう学校開放日．ある高校の「情報」

の授業には参観する保護者の姿はほとんどなかった．

　今後，「情報」の入試が現実味を帯びれば，否応なく関心が高まるだろう．教科書を開き，私同様「驚く」保護者

は少なくないのではないだろうか．自分たちの受けた高校教育とは隔世の感があるからだ．

　教科書の内容は，学会誌の読者の皆さんはご存知と思い，割愛する．ここで，私がなぜ教科「情報」の取材を始め

たか，を語ろう．

　情報技術にかかわったのは 15 年ほど前．記者からデジタルメディア部門に異動になり，サイト構築などで外部の

エンジニアとやりとりするようになった．ところが，飛び交う専門用語が理解できず，悔しい思いを重ね，自然と関

心を持った．定年後，通信制のサイバー大学 IT 総合学部に編入した．学び直したかったからだ．おかげで先のサン

プル問題も満点にはほど遠いが，なんとか解けた．教科「情報」が充実すれば，若年層のリテラシーは一気に向上す

るだろう．逆に気になったのが一般社会人との格差．教科書は，国民全体の底上げも課題と感じさせてくれた．
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